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♫஺不Ᏻにおける非機能的な信念を⥔持する要因に㛵する 
研究動向およࡧ௒ᚋのᒎᮃ 
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要 約 
これまで多くの研究において♫஺不Ᏻ障ᐖにおける非機能的な信念を⥔持しうる変数が検討されてき
た。しかしながら，非機能的な信念の⥔持に㛵連する変数は多ᒱにわたっており，非機能的な信念が⥔持
されるࣉࣟࢭスはいまだ不᫂░であると考えられる。そこで，本ㄽ考においては非機能的な信念を⥔持す
る変数について体⣔的にᩚ⌮し，௒ᚋの研究についてᒎᮃすることを目的とした。ඛ行研究を概観した結
果，非機能的な信念を⥔持する変数は，「非機能的な信念に反する᝟ሗの入力の㜼ᐖ」と，「入力された᝟
ሗの⬣ጾ度の増ᖜ」の㸰つのࣉࣟࢭスとしてᩚ⌮できるྍ能性が示唆された。一᪉で，これらのࣉࣟࢭス
に対する介入によって，これらの変数それ自体は変ᐜྍ能であるが，非機能的な信念の変ᐜはそれとᚲࡎ
しも同ᮇしないという知見の存在がㄢ題としてᣲࡆられた。このㄢ題を㋃まえ，௒ᚋの研究についてᒎᮃ
した。 
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ࡣࡌࡵ࡟ 
 
 ♫஺不Ᏻ障ᐖは，௚者から観ᐹされるሙ㠃や
௚者と஺ὶするሙ㠃における不Ᏻ，およࡧこの
ようなሙ㠃の持続的なᅇ㑊に特徴づけられる精
神 疾 患 で あ る 㸦 American Psychiatric 
Association, 2000㸧。♫஺不Ᏻ障ᐖにおける中᰾
的 な 特 徴 と し て ，「 非 機 能 的 な 信 念
㸦dysfunctional beliefs㸧」㸦たとえば，͆ 人๓で
失ᩋしたらのけものにされるだࢁう 㸧͇の存在が
᝿定されている㸦Clark & Wells, 1995㸧。♫஺
不Ᏻ障ᐖにおいては，この非機能的な信念に㛵
する確信度をపῶすることが，治療上重要であ
ると考えられている。たとえば，Boden, John, 
Goldin, Werner, Heimberg, & Gross㸦2012㸧は，
♫஺不Ᏻ障ᐖ患者に対する認知行動療ἲに基づ 
 
 
 
く治療ࣉࣟࢢラムの๓ᚋで非機能的な信念に㛵
する確信度の 定を行った。その結果，治療๓
ᚋの非機能的な信念に㛵する確信度の軽ῶの程
度が♫஺不Ᏻ症状の軽ῶの程度を予 すること
が示されている。 
このように，非機能的な信念に㛵する確信度
のపῶが♫஺不Ᏻ障ᐖの治療上重要であること
を㋃まえると，確信度のపῶを㜼ᐖし，その確
信度の程度を⥔持しうる変数を᫂らかにするこ
とは᭷用であると考えられる。実㝿に，これま
での研究において，非機能的な信念を⥔持する
変数，およࡧ非機能的な信念の⥔持をᢅったモ
デルがこれまで数多くᥦၐされてきた。しかし
ながら，多くの異なる変数やモデルがᥦၐされ
てきたがࡺえに，治療上特に重どすべき要⣲が
᫂確ではないという現状にあると考えられる。
このような現状を㋃まえると，これまでの研究
でᢅわれてきた変数について，それࡒれの変数
が非機能的な信念を⥔持するࣉࣟࢭスに基づい
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てᩚ⌮することは᭷用であると考えられる。し
かしながら，これまでそのようなᩚ⌮，検討を
行ったㄽ考は࡯とࢇどࡳられない。そこで，本
ㄽ考においては，非機能的な信念を⥔持する変
数を，その⥔持ࣉࣟࢭスの観Ⅼから体⣔的にᩚ
⌮し，そのㄢ題を検討することを目的とする。 
 
ᮏㄽ⪃࡟࠾ࡅࡿࠕ㠀ᶵ⬟ⓗ࡞ಙᛕࠖࡢᐃ⩏ 
 
๓㡯で述べたように，♫஺不Ᏻ障ᐖの⌮ゎに
おいて，非機能的な信念という概念は重要どさ
れている一᪉で，「非機能的な信念」を᫂確に定
義したᩥ⊩は࡯とࢇどࡳられない。そこで，本
ㄽ考においては Clark & Wells㸦1995㸧のグ述
を㋃まえて，非機能的な信念を「♫஺ሙ㠃にお
いて⬣ጾの知ぬおよࡧ不Ᏻの体験をಁ進する認
知」として定義する。また，ඛ行研究において
は，「非機能的な信念」と࡯ぼ஫᥮的に用いるこ
とがྍ能であると考えられる概念が存在する
㸦たとえば，「不適応的な信念」㸹maladaptive 
beliefs; Wong & Moulds, 2010㸧。このような⫼
ᬒを㋃まえ，本ㄽ考においては，「非機能的な信
念」という用ㄒが┤᥋的に౑用されている研究
に㝈らࡎ，๓述の定義にྜ⮴すると考えられる
㢮ఝ概念をᢅった研究もྵめて検討することと
した。 
 
♫஺୙Ᏻ࡟࠾ࡅࡿ㠀ᶵ⬟ⓗ࡞ಙᛕࢆᢅࡗࡓ 
ㄆ▱ࣔࢹࣝ 
 
非機能的な信念の⥔持をㄽじるにあたって重
要なᯟ⤌ࡳとして，♫஺不Ᏻ障ᐖに㛵する認知
モデルがある。その中でも௦⾲的なモデルとし
て，自己注目を中᰾とする Clark & Wells
㸦1995㸧のモデル，௚者の反応への注目を中᰾
とする Rapee & Heimberg㸦1997㸧のモデル，
そして௚者からᮇᚅされるỈ‽に㛵する認知お
よ ࡧ 目 ᶆ タ 定 の 不 適 切 さ を 中 ᰾ と す る
Hofmann㸦2007㸧のモデルがᣲࡆられる。これ
らの３つのモデルにおいて᝿定されている，非
機能的な信念を⥔持する変数は多ᒱにわたって
いる。しかしながら，これらのモデルにおける
非機能的な信念を⥔持するとされる変数は，「信
念に反する᝟ሗの入力の㜼ᐖ」と，「入力された
᝟ሗの⬣ጾ度の増ᖜ」という㸰ഃ㠃によってᩚ
⌮することがྍ能であると考えられる。そこで，
まࡎは非機能的な信念の⥔持と㛵連する変数を
ᢅった研究を概観し，この㸰ഃ㠃によるᩚ⌮を
ヨࡳることとした。 
 
ಙᛕ࡟཯ࡍࡿ᝟ሗࡢධຊࡢ㜼ᐖ 
 
非機能的な信念に㛵する確信度を軽ῶするた
めには，非機能的な信念に反する᝟ሗをྲྀり入
れることが重要であると考えられる。実㝿に，
✀々の♫஺不Ᏻ障ᐖの認知モデルにおいては，
非機能的な信念が⥔持されるࣉࣟࢭスの㸯つと
して，非機能的な信念に反する᝟ሗを入力する
ことの困難さが᝿定されている。そこで，まࡎ
本㡯では，非機能的な信念に反する᝟ሗの入力
を㜼ᐖしうる変数をᣲࡆ，実ド的な研究につい
てゝ及する。 
㸯㸬ὀពࣂ࢖࢔ࢫ 
 ♫஺不Ᏻを示す者は，「┱をしかめる」などの
௚者からのྰ定的なホ౯に㛵連する่⃭に対す
る㑅ᢥ的な注意，すなわち，「注意ࣂ࢖࢔ス」を
示すことが᝿定されており㸦e.g., Rapee & 
Heimberg, 1997㸧，それを実ドする知見も多数
存在する㸦e.g., Mogg, Philippot, & Bradley, 
2004㸧。 
 一᪉で，注意ࣂ࢖࢔スが♫஺不Ᏻ症状を⥔持
するという，๓述の㛵ಀと㏫の因果㛵ಀの存在
を示唆する知見もᚓられている。たとえば，
Heeren, Peschard, & Philippot㸦2012㸧は，᎘
ᝏ⾲᝟に対する注意ࣂ࢖࢔スのႏ㉳が，♫఍的
᤼᩺㸦࢟ࣕࢵࢳ࣮࣎ルで自ศに࡯とࢇど࣮࣎ル
がᅇってこない㸧ሙ㠃に対する不Ᏻ反応を増ຍ
さࡏるかについて検討した。その結果，注意ࣂ
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࢖࢔スをႏ㉳した群においては，⤫制群とẚ㍑
して᭷意に㧗い不Ᏻ反応がሗ࿌された。このこ
とから，注意ࣂ࢖࢔スは♫஺ሙ㠃における⬣ጾ
的な᝟ሗの㑅ᢥ的入力をಁ進するྍ能性がある
と考えられる。そして，この㑅ᢥ的入力は，結
果的に非機能的な信念に反する᝟ሗの入力を㜼
ᐖし，非機能的な信念の⥔持にᐤ୚することが
᥎ᐹされる。 
㸰㸬⮬ᕫὀ┠㸪DQWLFLSDWRU\ SURFHVVLQJ 
♫஺不Ᏻを示す者は，௚者からのྰ定的なホ
౯をཷけるྍ能性のある♫஺ሙ㠃において，自
己に㛵するヲ⣽なモࢽタࣜࣥࢢを行うとされて
いる㸦Clark & Wells, 1995㸧。このような現㇟
は自己注目㸦self-focused attention㸧として概
念໬されており，自己注目はእ㒊の非機能的な
信念に反する᝟ሗの入力をጉࡆるとされている
㸦e.g., Hofmann, 2007㸧。また，Clark & Wells 
㸦1995㸧は，♫஺ሙ㠃にཧ୚する๓の予ᮇẁ㝵
における思考㸦anticipatory processing㸹௨ୗ，
AP㸧によっても自己注目と同様の，እ㒊の᝟ሗ
の入力のጉᐖが生じるྍ能性があるとしている。 
自己注目による非機能的な信念の⥔持につい
て実ドするヨࡳとして， Vassilopoulos & 
Watkins㸦2009㸧は，自己注目のႏ㉳がࢿ࢞ࢸ
࢕ࣈな自己ホ౯に及ぼす影響を検討した。その
結果，対↷群においては実験᧯作の๓ᚋでࢿ࢞
ࢸ࢕ࣈな自己ホ౯のᚓⅬが᭷意にῶᑡした一᪉
で，不適応的な自己注目をႏ㉳した実験群にお
いてはࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな自己ホ౯のᚓⅬに᭷意なῶ
ᑡがࡳられなかった。このことから，自己注目
が非機能的な信念を⥔持する機能を᭷するྍ能
性が示唆される。なお，AP に㛵しても同様の知
見㸦e.g., Mills, Grant, Judah, & Lechner, in 
press㸧が存在するため，AP も非機能的な信念
の⥔持にᐤ୚するྍ能性が示唆される。 
㸱㸬Ᏻ඲☜ಖ⾜ື 
Ᏻ඲確ಖ行動は，⬣ጾ的な結果が㉳こること
を防ࡂ，主観的なᏳ心感を⥔持するための㢧在
的およࡧ₯在的行動として定義されている
㸦Salkovskis, 1991㸧。行動が᭷する機能は個人
間で異なるため，特定のᙧ態をもつ行動をᏳ඲
確ಖ行動とࡳなすことはᚲࡎしもጇᙜであると
はいえないが，♫஺不Ᏻを示す者に㧗い確⋡で
ࡳられるᏳ඲確ಖ行動として，「࢔࢖ࢥࣥタクト
を㑊ける」「事๓にఱ度も఍ヰをࣜࣁ࣮ࢧルす
る」などがᣦ᦬されている㸦e.g., Clark & Wells, 
1995㸧。このようなᏳ඲確ಖ行動をとることで，
♫஺ሙ㠃において不Ᏻ反応や自己注目がಁ進さ
れ，非機能的な信念に反する᝟ሗの入力が㜼ᐖ
されると⌮ㄽ的には᝿定されている㸦e.g., Kley, 
Tuschen-Caffier, & Heinrichs, 2012㸧。 
Ᏻ඲確ಖ行動による非機能的な信念の⥔持に
つ い て 実 ド す る ヨ ࡳ と し て ， Mcmanus, 
Sacadura, & Clark㸦2008㸧は，఍ヰ中のᏳ඲
確ಖ行動およࡧ自己注目の᧯作が఍ヰ中のࢿ࢞
ࢸ࢕ࣈなฟ᮶事の生㉳に㛵する確信度に୚える
影響を検討した。その結果，Ᏻ඲確ಖ行動と自
己注目をႏ㉳した実験群において，⤫制群とẚ
㍑してࢿ࢞ࢸ࢕ࣈなฟ᮶事の生㉳に㛵する確信
度が㧗いことがሗ࿌された。この研究において
は，Ᏻ඲確ಖ行動と自己注目が同時に᧯作され
ているため，自己注目のࡳが結果に影響を及ぼ
したྍ能性をྰ定できないという㝈⏺がある一
᪉で，この研究でᚓられた知見は，Ᏻ඲確ಖ行
動が非機能的な信念を⥔持することをഐドする
ものであると考えられる。 
 
ධຊࡉࢀࡓ᝟ሗࡢ⬣ጾᗘࡢቑᖜ 
 
๓㡯においては非機能的な信念の⥔持ࣉࣟࢭ
スとして，非機能的な信念に反する᝟ሗの入力
の㜼ᐖに↔Ⅼをᙜててㄽじた。一᪉で，非機能
的な信念とはྜ⮴しない᝟ሗが入力されたとし
ても，その᝟ሗの⬣ጾ度を増ᖜするような処⌮
が行われたሙྜ，結果的に非機能的な信念が⥔
持されるྍ能性がある。そこで，本㡯において
は非機能的な信念の⥔持ࣉࣟࢭスのもう㸯つの
ഃ㠃として，「入力された᝟ሗの⬣ጾ度を増ᖜす
てᩚ⌮することは᭷用であると考えられる。し
かしながら，これまでそのようなᩚ⌮，検討を
行ったㄽ考は࡯とࢇどࡳられない。そこで，本
ㄽ考においては，非機能的な信念を⥔持する変
数を，その⥔持ࣉࣟࢭスの観Ⅼから体⣔的にᩚ
⌮し，そのㄢ題を検討することを目的とする。 
 
ᮏㄽ⪃࡟࠾ࡅࡿࠕ㠀ᶵ⬟ⓗ࡞ಙᛕࠖࡢᐃ⩏ 
 
๓㡯で述べたように，♫஺不Ᏻ障ᐖの⌮ゎに
おいて，非機能的な信念という概念は重要どさ
れている一᪉で，「非機能的な信念」を᫂確に定
義したᩥ⊩は࡯とࢇどࡳられない。そこで，本
ㄽ考においては Clark & Wells㸦1995㸧のグ述
を㋃まえて，非機能的な信念を「♫஺ሙ㠃にお
いて⬣ጾの知ぬおよࡧ不Ᏻの体験をಁ進する認
知」として定義する。また，ඛ行研究において
は，「非機能的な信念」と࡯ぼ஫᥮的に用いるこ
とがྍ能であると考えられる概念が存在する
㸦たとえば，「不適応的な信念」㸹maladaptive 
beliefs; Wong & Moulds, 2010㸧。このような⫼
ᬒを㋃まえ，本ㄽ考においては，「非機能的な信
念」という用ㄒが┤᥋的に౑用されている研究
に㝈らࡎ，๓述の定義にྜ⮴すると考えられる
㢮ఝ概念をᢅった研究もྵめて検討することと
した。 
 
♫஺୙Ᏻ࡟࠾ࡅࡿ㠀ᶵ⬟ⓗ࡞ಙᛕࢆᢅࡗࡓ 
ㄆ▱ࣔࢹࣝ 
 
非機能的な信念の⥔持をㄽじるにあたって重
要なᯟ⤌ࡳとして，♫஺不Ᏻ障ᐖに㛵する認知
モデルがある。その中でも௦⾲的なモデルとし
て，自己注目を中᰾とする Clark & Wells
㸦1995㸧のモデル，௚者の反応への注目を中᰾
とする Rapee & Heimberg㸦1997㸧のモデル，
そして௚者からᮇᚅされるỈ‽に㛵する認知お
よ ࡧ 目 ᶆ タ 定 の 不 適 切 さ を 中 ᰾ と す る
Hofmann㸦2007㸧のモデルがᣲࡆられる。これ
らの３つのモデルにおいて᝿定されている，非
機能的な信念を⥔持する変数は多ᒱにわたって
いる。しかしながら，これらのモデルにおける
非機能的な信念を⥔持するとされる変数は，「信
念に反する᝟ሗの入力の㜼ᐖ」と，「入力された
᝟ሗの⬣ጾ度の増ᖜ」という㸰ഃ㠃によってᩚ
⌮することがྍ能であると考えられる。そこで，
まࡎは非機能的な信念の⥔持と㛵連する変数を
ᢅった研究を概観し，この㸰ഃ㠃によるᩚ⌮を
ヨࡳることとした。 
 
ಙᛕ࡟཯ࡍࡿ᝟ሗࡢධຊࡢ㜼ᐖ 
 
非機能的な信念に㛵する確信度を軽ῶするた
めには，非機能的な信念に反する᝟ሗをྲྀり入
れることが重要であると考えられる。実㝿に，
✀々の♫஺不Ᏻ障ᐖの認知モデルにおいては，
非機能的な信念が⥔持されるࣉࣟࢭスの㸯つと
して，非機能的な信念に反する᝟ሗを入力する
ことの困難さが᝿定されている。そこで，まࡎ
本㡯では，非機能的な信念に反する᝟ሗの入力
を㜼ᐖしうる変数をᣲࡆ，実ド的な研究につい
てゝ及する。 
㸯㸬ὀពࣂ࢖࢔ࢫ 
 ♫஺不Ᏻを示す者は，「┱をしかめる」などの
௚者からのྰ定的なホ౯に㛵連する่⃭に対す
る㑅ᢥ的な注意，すなわち，「注意ࣂ࢖࢔ス」を
示すことが᝿定されており㸦e.g., Rapee & 
Heimberg, 1997㸧，それを実ドする知見も多数
存在する㸦e.g., Mogg, Philippot, & Bradley, 
2004㸧。 
 一᪉で，注意ࣂ࢖࢔スが♫஺不Ᏻ症状を⥔持
するという，๓述の㛵ಀと㏫の因果㛵ಀの存在
を示唆する知見もᚓられている。たとえば，
Heeren, Peschard, & Philippot㸦2012㸧は，᎘
ᝏ⾲᝟に対する注意ࣂ࢖࢔スのႏ㉳が，♫఍的
᤼᩺㸦࢟ࣕࢵࢳ࣮࣎ルで自ศに࡯とࢇど࣮࣎ル
がᅇってこない㸧ሙ㠃に対する不Ᏻ反応を増ຍ
さࡏるかについて検討した。その結果，注意ࣂ
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る処⌮」を᝿定し，これに㛵連すると考えられ
る変数についてゝ及する。 
㸯㸬ゎ㔘ࣂ࢖࢔ࢫ 
 ♫஺不Ᏻを示す者は，健常者よりも♫஺ሙ㠃
をࢿ࢞ࢸ࢕ࣈにとらえる傾向にあることが多く
の研究でሗ࿌されており，この現㇟は「ゎ㔘ࣂ
࢖࢔ス」として概念໬されている㸦e.g., Amin, 
Foa, & Coles, 1998㸧。 
 ゎ㔘ࣂ࢖࢔スによる非機能的な信念の⥔持に
㛵する実ドのヨࡳとして，Hirsch, Mathews, & 
Clark㸦2007㸧は，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈなゎ㔘ࣂ࢖࢔ス
の᧯作がࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな自己࢖メ࣮ࢪに及ぼす影
響を検討した。その結果，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈなゎ㔘ࣂ
࢖࢔スをႏ㉳された実験群において，⤫制群と
ẚ㍑して強いࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな自己࢖メ࣮ࢪがሗ࿌
された。この知見から，ゎ㔘ࣂ࢖࢔スも非機能
的な信念の⥔持にᐤ୚する変数であることが示
唆される。 
㸰㸬SRVWHYHQW SURFHVVLQJ 
  ♫஺不Ᏻを示す者は♫஺ሙ㠃から㞳れたᚋも，
♫஺ሙ㠃についてヲ⣽にᅇ㢳することが多くの
研究においてሗ࿌されており，この現㇟
post-event processing㸦௨ୗ，PEP㸹Clark & 
Wells, 1995㸧として概念໬されている。Clark & 
Wells㸦1995㸧は，PEP はࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな自己に
㛵する知ぬの影響をཷけるྍ能性が㧗く，࢜ࣇ
ラ࢖ࣥ処⌮である PEP の㝿には♫஺ሙ㠃を実
㝿よりもࢿ࢞ࢸ࢕ࣈなものとしてᅇ㢳するྍ能
性があることをᣦ᦬している。 
PEPによる非機能的な信念の⥔持機能を実ド
するヨࡳとして，Wong & Moulds㸦2010㸧は，
ある㸯時Ⅼにおける過ཤのฟ᮶事に㛵してᅇ㢳
する程度が，⣙㸯㐌間ᚋの非機能的な信念の程
度を予 することを㉁問⣬調ᰝによって示して
いる。この知見から，PEP が非機能的な信念を
⥔持する機能を᭷することが示唆されると考え
られる。 
㸱㸬ORRPLQJ FRJQLWLYH VW\OH 
 ᪤存の♫஺不Ᏻ障ᐖに㛵する認知モデルにお
いてはྲྀり上ࡆられてはいないものの，非機能
的な信念の⥔持にᐤ୚しうる変数として，
looming cognitive style㸦௨ୗ，LCS㸧の存在が
ᣦ᦬されている㸦Brown & Stopa, 2008㸧。LCS
は，₯在的な⬣ጾの✵間的，時間的᥋㏆およࡧ
その⬣ጾ度の増大の過大ホ౯のしやすさとして
定義されている㸦Riskind, Williams, Gessner, 
Chrosniak, & Cortina, 2000㸧。 
Brown & Stopa㸦2008㸧は，非機能的な信念
の一ᙧ態として఩置づけることができる，௚者
ホ౯ᠱ念の程度に対する LCS の説᫂⋡を検討
した。その結果，LCS は௚者ホ౯ᠱ念のศᩓの
㸵㸣程度を説᫂することが示された。このこと
から，説᫂⋡は༑ศに㧗いとはいえないが，LCS
が非機能的な信念の⥔持にᐤ୚するྍ能性が示
唆される。௒ᚋは LCS を㢧在的に᧯作するデࢨ
࢖ࣥの研究を行うことがᮃましいと考えられる。 
 
㠀ᶵ⬟ⓗ࡞ಙᛕࡢ⥔ᣢࣉࣟࢭࢫࢆ⪃៖ࡋࡓ 
ᚑ᮶ࡢ௓ධᢏἲ࡜ࡑࡢ㝈⏺ 
 
 ௨上のように，非機能的な信念を⥔持する要
因は「信念に反する᝟ሗの入力の㜼ᐖ」と「入
力された᝟ሗの⬣ጾ度を増大さࡏる処⌮」とい
う㸰ഃ㠃でᩚ⌮できると考えられる。そして，
ඛ行研究においては，これらの非機能的な信念
を⥔持する要因に対して┤᥋ാきかける介入ᢏ
ἲが㛤発されてきた。たとえば，「信念に反する
᝟ሗの入力の㜼ᐖ」というࣉࣟࢭスによって非
機能的な信念が⥔持されると考えられるሙྜ，
非機能的な信念に反する᝟ሗの入力をಁ進する
ことがᨵၿにつながると᥎ᐹされる。そのため
のල体的な᪉ἲの㸯つとして，ඛ行研究におい
ては，注意ࣂ࢖࢔スಟṇカ⦎㸦attentional bias 
modification㸹௨ୗ，ABM㸹e.g., Heeren, Reese, 
McNally, & Philippot, 2012㸧が㛤発されている。
また，「入力された᝟ሗの⬣ጾ度を増大さࡏる処
⌮」というࣉࣟࢭスによって非機能的な信念が
⥔持されると考えられるሙྜ，᝟ሗに対する適
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切なホ౯をಁ進することがᨵၿにᐤ୚すると᥎
ᐹされる。そのためのල体的なᢏἲの㸯つとし
て，ゎ㔘ࣂ࢖࢔スಟṇカ⦎㸦cognitive bias 
modification for interpretation㸹CBM-I㸹e.g., 
Salemink, van den Hout, & Kindt, 2009㸧が㛤
発されている。 
しかしながら，これらの介入ᢏἲのຠ果はᚲ
ࡎしも༑ศであるとはゝいがたい現状にある。
たとえば，Mogoase, David, & Koster㸦in press㸧
による ABM のຠ果に㛵するメタศᯒを行い， 
ABM は⬣ጾ่⃭への注意ࣂ࢖࢔スを軽ῶする
一᪉で，注意ࣂ࢖࢔スの軽ῶと不Ᏻに㛵連する
ᣦᶆ㸦非機能的な信念のᣦᶆをྵࡴ㸧の軽ῶの
┦㛵はᑠさい㸦r = .26㸧ことをඛ行研究の」ྜ
によって示している。また，Hallion & Ruscio
㸦2011㸧のメタศᯒにおいても，注意ࣂ࢖࢔ス
およࡧゎ㔘ࣂ࢖࢔スの軽ῶと症状のᨵၿの間に
は᭷意な㛵ಀがࡳられないことが示されている。 
 
ᚑ᮶ࡢ࢔ࣉࣟーࢳࡢ㝈⏺ࢆࡩࡲ࠼ࡓ௒ᚋࡢᒎᮃ 
 
๓述のメタศᯒの結果にඹ㏻していると考え
られる問題Ⅼは，非機能的な信念を⥔持すると
᝿定される変数の್自体は介入によってపῶす
る一᪉で，非機能的な信念や不Ᏻ症状のపῶは
それと༑ศに┦㛵しないことである。この問題
Ⅼはあくまでも注意ࣂ࢖࢔スとゎ㔘ࣂ࢖࢔スに
対する介入における知見からᚓられたものにす
ࡂないが，非機能的な信念の⥔持に㛵する研究
における௒ᚋの重要な検討ㄢ題であると考えら
れる。そこで，「従᮶の࢔ࣉ࣮ࣟࢳにおける介
入ຠ果のಁ進」と「非機能的な信念を⥔持する
᪂たなࣉࣟࢭスの検討」という㸰つの観Ⅼから
ᒎᮃを行なうことによって，従᮶の研究におけ
る問題ⅬのゎỴの⣒ཱྀの᥈⣴をヨࡳる。 
 
ᚑ᮶ࡢ࢔ࣉࣟーࢳ࡟ࡼࡿ௓ධຠᯝࡢಁ㐍 
 
 従᮶ᥦၐされてきた非機能的な信念の⥔持ࣉ
ࣟࢭスのᨵၿが介入ຠ果に結ࡧつかないという
知見に対する㸯つのゎ㔘として，まࡎ，従᮶の
࢔ࣉ࣮ࣟࢳでは非機能的な信念の⥔持ࣉࣟࢭス
を༑ศにᨵၿできていない，と考えることがで
きる。たとえば，従᮶の介入ᢏἲの問題Ⅼとし
て，介入の㝿に౑用した่⃭௨እの่⃭に対す
るຠ果の㌿⛣㸦transfer㸧が༑ศにࡳられない
というⅬがᣲࡆられる。たとえば， Van 
Bockstaele, Koster, Verschuere, Crombez, & 
de Houwer㸦2012㸧の研究においては，ABM
のᡭ続きの๓ᚋで，ࢻࢵト・ࣉ࣮ࣟࣈㄢ題によ
って 定された注意ࣂ࢖࢔スは軽ῶされた一᪉
で，異なる่⃭を用いたูのㄢ題㸦interference 
task㸧によって 定された注意ࣂ࢖࢔スは軽ῶ
されないという知見がᚓられている。また，
CBM-I のຠ果についても同様の知見がᚓられ
ている㸦e.g., Salemink, van den Hout, & Kindt, 
2010㸧。これらのことから，従᮶の介入におい
ては，非機能的な信念の⥔持ࣉࣟࢭスを特定の
่⃭に対してのࡳしか変ᐜできていないྍ能性
が示唆される。したがって，特定の่⃭に対す
る反応ᙧ態にとどまらない，非機能的な信念の
⥔持ࣉࣟࢭスの変ᐜをಁ進する࢔ࣉ࣮ࣟࢳを௒
ᚋ検討することがồめられる。これを実現する
ための㏆ᖺのල体的なヨࡳとしては，Bernstein 
& Zvielli㸦2014㸧の研究にࡳられる，注意ࣂ࢖
࢔スの状態をࣜ࢔ルタ࢖ムに対㇟者にࣇ࢕࣮ࢻ
ࣂࢵクすることによって，特定の่⃭に౫存し
ない，⬣ጾ的な่⃭に対する入力の೫りに対す
る気づきそれ自体をಁ進する᪉ἲがᣲࡆられる。
このヨࡳにࡳられるように，従᮶行われてきた
࢔ࣉ࣮ࣟࢳによる介入ຠ果をಁ進するための研
究が௒ᚋᚲ要であると考えられる。 
 
㠀ᶵ⬟ⓗ࡞ಙᛕࢆ⥔ᣢࡍࡿ 
᪂ࡓ࡞ࣉࣟࢭࢫࡢ᳨ウ 
 
 非機能的な信念の⥔持ࣉࣟࢭスのᨵၿが介入
ຠ果に結ࡧつかないという知見に対するูの⌮
る処⌮」を᝿定し，これに㛵連すると考えられ
る変数についてゝ及する。 
㸯㸬ゎ㔘ࣂ࢖࢔ࢫ 
 ♫஺不Ᏻを示す者は，健常者よりも♫஺ሙ㠃
をࢿ࢞ࢸ࢕ࣈにとらえる傾向にあることが多く
の研究でሗ࿌されており，この現㇟は「ゎ㔘ࣂ
࢖࢔ス」として概念໬されている㸦e.g., Amin, 
Foa, & Coles, 1998㸧。 
 ゎ㔘ࣂ࢖࢔スによる非機能的な信念の⥔持に
㛵する実ドのヨࡳとして，Hirsch, Mathews, & 
Clark㸦2007㸧は，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈなゎ㔘ࣂ࢖࢔ス
の᧯作がࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな自己࢖メ࣮ࢪに及ぼす影
響を検討した。その結果，ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈなゎ㔘ࣂ
࢖࢔スをႏ㉳された実験群において，⤫制群と
ẚ㍑して強いࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな自己࢖メ࣮ࢪがሗ࿌
された。この知見から，ゎ㔘ࣂ࢖࢔スも非機能
的な信念の⥔持にᐤ୚する変数であることが示
唆される。 
㸰㸬SRVWHYHQW SURFHVVLQJ 
  ♫஺不Ᏻを示す者は♫஺ሙ㠃から㞳れたᚋも，
♫஺ሙ㠃についてヲ⣽にᅇ㢳することが多くの
研究においてሗ࿌されており，この現㇟
post-event processing㸦௨ୗ，PEP㸹Clark & 
Wells, 1995㸧として概念໬されている。Clark & 
Wells㸦1995㸧は，PEP はࢿ࢞ࢸ࢕ࣈな自己に
㛵する知ぬの影響をཷけるྍ能性が㧗く，࢜ࣇ
ラ࢖ࣥ処⌮である PEP の㝿には♫஺ሙ㠃を実
㝿よりもࢿ࢞ࢸ࢕ࣈなものとしてᅇ㢳するྍ能
性があることをᣦ᦬している。 
PEPによる非機能的な信念の⥔持機能を実ド
するヨࡳとして，Wong & Moulds㸦2010㸧は，
ある㸯時Ⅼにおける過ཤのฟ᮶事に㛵してᅇ㢳
する程度が，⣙㸯㐌間ᚋの非機能的な信念の程
度を予 することを㉁問⣬調ᰝによって示して
いる。この知見から，PEP が非機能的な信念を
⥔持する機能を᭷することが示唆されると考え
られる。 
㸱㸬ORRPLQJ FRJQLWLYH VW\OH 
 ᪤存の♫஺不Ᏻ障ᐖに㛵する認知モデルにお
いてはྲྀり上ࡆられてはいないものの，非機能
的な信念の⥔持にᐤ୚しうる変数として，
looming cognitive style㸦௨ୗ，LCS㸧の存在が
ᣦ᦬されている㸦Brown & Stopa, 2008㸧。LCS
は，₯在的な⬣ጾの✵間的，時間的᥋㏆およࡧ
その⬣ጾ度の増大の過大ホ౯のしやすさとして
定義されている㸦Riskind, Williams, Gessner, 
Chrosniak, & Cortina, 2000㸧。 
Brown & Stopa㸦2008㸧は，非機能的な信念
の一ᙧ態として఩置づけることができる，௚者
ホ౯ᠱ念の程度に対する LCS の説᫂⋡を検討
した。その結果，LCS は௚者ホ౯ᠱ念のศᩓの
㸵㸣程度を説᫂することが示された。このこと
から，説᫂⋡は༑ศに㧗いとはいえないが，LCS
が非機能的な信念の⥔持にᐤ୚するྍ能性が示
唆される。௒ᚋは LCS を㢧在的に᧯作するデࢨ
࢖ࣥの研究を行うことがᮃましいと考えられる。 
 
㠀ᶵ⬟ⓗ࡞ಙᛕࡢ⥔ᣢࣉࣟࢭࢫࢆ⪃៖ࡋࡓ 
ᚑ᮶ࡢ௓ධᢏἲ࡜ࡑࡢ㝈⏺ 
 
 ௨上のように，非機能的な信念を⥔持する要
因は「信念に反する᝟ሗの入力の㜼ᐖ」と「入
力された᝟ሗの⬣ጾ度を増大さࡏる処⌮」とい
う㸰ഃ㠃でᩚ⌮できると考えられる。そして，
ඛ行研究においては，これらの非機能的な信念
を⥔持する要因に対して┤᥋ാきかける介入ᢏ
ἲが㛤発されてきた。たとえば，「信念に反する
᝟ሗの入力の㜼ᐖ」というࣉࣟࢭスによって非
機能的な信念が⥔持されると考えられるሙྜ，
非機能的な信念に反する᝟ሗの入力をಁ進する
ことがᨵၿにつながると᥎ᐹされる。そのため
のල体的な᪉ἲの㸯つとして，ඛ行研究におい
ては，注意ࣂ࢖࢔スಟṇカ⦎㸦attentional bias 
modification㸹௨ୗ，ABM㸹e.g., Heeren, Reese, 
McNally, & Philippot, 2012㸧が㛤発されている。
また，「入力された᝟ሗの⬣ጾ度を増大さࡏる処
⌮」というࣉࣟࢭスによって非機能的な信念が
⥔持されると考えられるሙྜ，᝟ሗに対する適
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ゎとして，従᮶ᥦၐされてきた非機能的な信念
の⥔持ࣉࣟࢭスとは異なるᙧで非機能的な信念
が⥔持されている状態像が存在すると考えるこ
ともྍ能である。そこで，௒ᚋの研究において
は，これまで研究されてきたものとは異なるࣉ
ࣟࢭスによって非機能的な信念が⥔持されてい
るྍ能性の検討もᚲ要であると考えられる。 
これまでᥦၐされてきた㸰つの⥔持ࣉࣟࢭス
の観Ⅼからは，非機能的な信念に対する確信度
を軽ῶするためには「非機能的な信念に反する
᝟ሗが信念の反ドに฼用ྍ能㸦available㸧であ
ること」が重要どされていたと考えられる。一
᪉で，非機能的な信念に対する確信度を軽ῶす
るためには，「฼用ྍ能な᝟ሗから適切な結ㄽを
ᑟくこと」が本㉁的に重要であるとするᣦ᦬も
存在する㸦e.g., Vroling & de Jong, 2009㸧。௨
上を㋃まえると，これまでᥦၐされてきた，非
機能的な信念を⥔持する変数によって説᫂する
ことが困難な状態像の㸯つとして，「非機能的な
信念に反する᝟ሗそれ自体は入力されている
㸦฼用ྍ能である㸧にもかかわらࡎ，非機能的
な信念が⥔持されている」という状態像を᝿定
できると考えられる。このような状態像をグ述
するにあたって，Ouimet, Gawronski, & Dozois
㸦2009㸧の不Ᏻ障ᐖに㛵する認知モデルにおけ
る，「ጇᙜ໬㸦validation㸧」ࣉࣟࢭスが᭷用であ
るྍ能性がある。ጇᙜ໬とは，入力，およࡧゎ
㔘がなされた᝟ሗについて，その᝟ሗのጇᙜ性
を検討し，ཷけ入れるか᤼㝖するかをุ᩿する
ࣉࣟࢭスである㸦Ouimet et al., 2009㸧。᪤存の
非機能的な信念の⥔持ࣉࣟࢭスの㸰ഃ㠃に，ጇ
ᙜ໬ࣉࣟࢭスを௜ຍした概念ᅗを Figure に示
した。この概念ᅗにおいては，信念に反する᝟
ሗが適切に入力，処⌮されないことによって非
機能的な信念が⥔持されることを᝿定している。
そして，信念に反する᝟ሗが，「入力の㜼ᐖ」と
「⬣ጾ度の増ᖜ」の影響をཷけなかったሙྜに
おいても，その᝟ሗがጇᙜ໬ࣉࣟࢭスにおいて
᤼㝖されることによって非機能的な信念が⥔持
されるྍ能性があることを示している。 
 ጇᙜ໬ࣉࣟࢭスにおいて，非機能的な信念を
⥔持するྍ能性のある変数として，「信念ࣂ࢖࢔
ス」がᣦ᦬されている。信念ࣂ࢖࢔スは，ඖ᮶
持っていた思い㎸ࡳに反する結ㄽをጇᙜでない
とࡳなす᥎ㄽの傾向として定義される㸦Evans, 
Over, & Manktelow, 1993㸧。Vroling & de Jong
㸦2009㸧は，「結ㄽが非機能的な信念とྜ⮴す
る᥎ㄽㄢ題」と「結ㄽが非機能的な信念に反す
る᥎ㄽㄢ題」それࡒれに対するᅇ⟅時間の差ศ
್によって「信念ࣂ࢖࢔ス」を定義し，信念ࣂ
࢖࢔スと♫஺不Ᏻ傾向の㛵ಀを検討した。その
結果，♫஺不Ᏻ傾向を示す者は，非機能的な信
念に反する᝟ሗをཷけ入れることが困難になる
傾向にあることが示された。この研究の結果の
ࡳでは，♫஺不Ᏻ者が஧ḟ的に信念ࣂ࢖࢔スを
示しているというྍ能性をྰ定できないという
Figure ጇᙜ໬ࣉࣟࢭスをຍえた非機能的な信念の⥔持に㛵する概念ᅗ 
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㝈⏺がありつつも，信念ࣂ࢖࢔スが♫஺不Ᏻ者
における非機能的な信念を⥔持することを示唆
するⅬで重要な知見であると考えられる。 
 ጇᙜ໬ࣉࣟࢭスを᝿定することで，従᮶説᫂
が困難であった状態像を説᫂ྍ能であると考え
られる一᪉で，非機能的な信念の⥔持というᩥ
⬦におけるጇᙜ໬ࣉࣟࢭスに㛵する研究は༑ศ
に⵳✚されているとはゝいがたい。たとえば，
๓述の信念ࣂ࢖࢔スによる非機能的な信念の⥔
持機能を⿬௜けるためには，௒ᚋは信念ࣂ࢖࢔
スを実験的に᧯作するデࢨ࢖ࣥや，経時的なデ
࣮タをྲྀᚓするデࢨ࢖ࣥを用いた，᪉ἲ的に༑
ศな検討がᚲ要になると考えられる。また，現
状ではጇᙜ໬ࣉࣟࢭスは従᮶のࣉࣟࢭスでは説
᫂が困難な状態像を説᫂するための᪉ἲの㸯つ
にすࡂないと考えられる。したがって，ูのࣉ
ࣟࢭスが存在するྍ能性についても，௒ᚋᘬき
続き検討することがᮃまれる。 
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Abstract 
 
Previous studies have investigated variables that influence the maintenance of 
dysfunctional beliefs in social anxiety disorder. Although many variables have 
been reported in previous studies, the processes underlying the maintenance of 
dysfunctional beliefs remain unclear. Therefore, in the present paper, we 
systematically summarized previously reported maintenance factors influencing 
dysfunctional beliefs. The results indicate that previously reported variables can 
be summarized into two maintenance processes: prevention of input of 
belief-inconsistent information and amplification of threat level of input. 
Although these processes can be altered through intervention, our results also 
indicate that changes in beliefs do not always co-occur with alterations of these 
processes. Considering these results, we discussed future directions. 
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